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危険物法令研究会　編

★消防法（令和4年6月17日法律第68号による罰則の改正を織り込みました。）
●消防法第１1条の5第１項又は第2項等の規定により命令をした場合の標識を定める件
★危険物の規制に関する政令
★危険物の規制に関する規則
●危険物の試験及び性状に関する省令
●危険物の規制に関する政令別表第1及び同令別表第2の総務省令で定める物質及
び数量を指定する省令
●危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示
●危険物の規制に関する規則第7条の5の規定により総務大臣が定める方法を定める件
●製造所等の不活性ガス消火設備の技術上の基準の細目を定める告示
●製造所等のハロゲン化物消火設備の技術上の基準の細目を定める告示
●製造所等の泡消火設備の技術上の基準の細目を定める告示
●消防法施行令 ［抄］
●地方公共団体の手数料の標準に関する政令 ［抄］
●地方公共団体の手数料の標準に関する政令に規定する総務省令で定める金額等を
定める省令 ［抄］

●危険物保安技術協会に関する省令
●危険物保安技術協会の財務及び会計に関する省令
●石油パイプライン事業法 ［抄］
●石油コンビナート等災害防止法 ［抄］
●火災予防条例 （例）［抄］
●建築基準法 ［抄］
●建築基準法施行令 ［抄］
●都市計画法 ［抄］
●危険物の取扱作業の保安に関する講習の実施細目

●危険物用語索引
●法令・実務の要点解説
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★印の法令は、注解付・2色刷です。★印の法令は、注解付・2色刷です。太字は、登載している条に令和6年2月2日以降改正があった法令です。太字は、登載している条に令和6年2月2日以降改正があった法令です。
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最新の改正に対応！最新の改正に対応！

実務に重宝する定番の一冊！
30年以上の発行実績を持つロングセラーの最新版！

「危険物の規制に関する規則」の改正
（令和６年5月31日総務省令第57号）

・屋外に設けた液状の危険物を取り扱う設備における危険物
の流出防止措置に関する事項

・ポンプ設備の危険物の流出防止措置に関する事項

「危険物の規制に関する規則」の改正
（令和6年7月31日総務省令第78号）

・危険物取扱者講習に係る指定講習機関の指定基準の整備
・指定講習機関の運営等に関する事項
・製造所等の定期点検の周期の合理化

「危険物の規制に関する政令別表第一及び同令別表

危
険
物
　

危
険
物
　六
法
六
法

第二の総務省令で定める物質及び数量を指定する省
令」の改正                （令和6年8月30日総務省令第83号）
・新たに消防活動阻害物質を追加
「危険物の規制に関する政令」の改正

（令和6年10月11日政令第315号）
・脱炭素成長型経済構造への円滑な移行のための低炭素水素
等の供給及び利用の促進に関する法律の制定に伴う事項

「危険物の規制に関する規則」の改正
（令和6年11月29日総務省令第103号）

・脱炭素成長型経済構造への円滑な移行のための低炭素水素
等の供給及び利用の促進に関する法律の制定に伴う事項

・避雷設備に関する事項
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実務、講習用としてはもちろん危険物取扱者試験対策に最適！！

用語索引
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要点解説

最新情報はこちらから！

東京法令出版公式X（旧Twitter）アカウント

@tokyo_horei

詳細は
こちら!
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の
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付
を
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け
て
い
る
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を
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。
以
下
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じ
。）
で
、
六
月
以
上
危
険
物

取
扱
い
の
実
務
経
験
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
危
険
物
保
安
監
督
者
を
定

め
、
総
務
省
令
〔
危
令
第
三
一
条
・
危
則
第
四
八
条
・
第
四
八
条
の
二
〕
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
が
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
危
険
物
〔
危

則
第
四
九
条
〕
の
取
扱
作
業
に
関
し
て
保
安
の
監
督
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
り
）（
そ
）（
ら
）（
さ
）（
ゑ
）

②

製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
り
危
険
物
保
安
監
督
者
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の

旨
を
市
町
村
長
等
に
届
け
出
〔
危
則
第
四
八
条
の
三
〕
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
解
任
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。（
り
）（
ら
）（
さ
）

③

製
造
所
、
貯
蔵
所
及
び
取
扱
所
に
お
い
て
は
、
危
険
物
取
扱
者
（
危
険
物

取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
以
外
の
者

は
、
甲
種
危
険
物
取
扱
者
又
は
乙
種
危
険
物
取
扱
者
が
立
ち
会
わ
な
け
れ

ば
、
危
険
物
を
取
り
扱
つ
て
は
な
ら
な
い
。（
ろ
）（
り
）（
ら
）

一
・
三
項
…
一
部
改
正
〔
昭
和
二
五
年
五
月
法
律
一
八
六
号
〕、
一
・
二
項
…
全
部

改
正
・
三
項
…
一
部
改
正
〔
昭
和
三
四
年
四
月
法
律
八
六
号
〕、
一
項
…
一
部
改
正

〔
昭
和
四
〇
年
五
月
法
律
六
五
号
〕、
一
―
三
項
…
一
部
改
正
〔
昭
和
四
六
年
六
月

法
律
九
七
号
〕、
一
・
二
項
…
一
部
改
正
〔
昭
和
六
三
年
五
月
法
律
五
五
号
〕、
一

項
…
一
部
改
正
〔
平
成
一
一
年
一
二
月
法
律
一
六
〇
号
〕

解
説
【
保
安
監
督
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
製
造
所
等
】
危
令
第
三
一
条
の

二
に
定
め
ら
れ
た
製
造
所
等
で
あ
る
。
選
任
し
な
か
っ
た
り
又
は
選
任
し
て

も
業
務
を
行
わ
せ
な
か
っ
た
場
合
は
使
用
停
止
命
令
の
対
象
と
な
る
。

【
資
格
】
甲
種
又
は
乙
種
危
険
物
取
扱
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
丙
種
危
険

物
取
扱
者
を
選
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
責
務
】
危
則
第
四
八
条
に
定
め
ら
れ
た
業
務
を
行
う
。

【
危
険
物
取
扱
者
の
立
ち
会
い
】
本
項
で
い
う
危
険
物
取
扱
者
は
当
該
製
造

所
等
に
勤
務
す
る
危
険
物
取
扱
者
に
限
ら
れ
る
。

罰
則
＊【
危
険
物
保
安
監
督
者
を
定
め
な
い
で
事
業
を
行
つ
た
者
】
拘
禁
刑
六
月
以

下
・
罰
金
五
〇
万
円
以
下
（
消
防
四
二
①
６
）、
拘
禁
刑
・
罰
金
の
併
科

（
消
防
四
二
②
）、
両
罰
（
消
防
四
五
３
）【
公
訴
時
効
】
選
任
が
あ
る
ま
で

進
行
し
な
い
（
継
続
犯
）。

＊【
届
出
を
怠
つ
た
者
】
罰
金
三
〇
万
円
以
下
・
拘
留
（
消
防
四
四
８
）【
公
訴

時
効
】
届
出
が
あ
る
ま
で
進
行
し
な
い
（
継
続
犯
）。

＊【
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
】
拘
禁
刑
六
月
以
下
・
罰
金
五
〇
万
円
以

下
（
消
防
四
二
①
７
）、
拘
禁
刑
・
罰
金
の
併
科
（
消
防
四
二
②
）【
公
訴
時

効
】
三
年
（
刑
訴
五
五
・
二
五
〇
・
二
五
三
）

〔
危
険
物
取
扱
者
免
状
〕

第
一
三
条
の
二

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
種
類
は
、
甲
種
危
険
物
取
扱
者
免

状
、
乙
種
危
険
物
取
扱
者
免
状
及
び
丙
種
危
険
物
取
扱
者
免
状
と
す
る
。

（
ら
）

②

危
険
物
取
扱
者
が
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
危
険
物
及
び
甲
種
危
険
物
取

扱
者
又
は
乙
種
危
険
物
取
扱
者
が
そ
の
取
扱
作
業
に
関
し
て
立
ち
会
う
こ
と

が
で
き
る
危
険
物
の
種
類
は
、
前
項
に
規
定
す
る
危
険
物
取
扱
者
免
状
〔
危

則
第
五
一
条
・
様
式
第
二
二
号
〕
の
種
類
に
応
じ
て
総
務
省
令
〔
危
則
第
四

九
条
〕
で
定
め
る
。（
ら
）（
ゑ
）

③

危
険
物
取
扱
者
免
状
は
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、

都
道
府
県
知
事
が
交
付
す
る
。（
り
）（
ら
）（
こ
）

④

都
道
府
県
知
事
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
危
険

物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。（
り
）（
ら
）

28消防法（13条の２）

解説・罰則は
見やすい色刷り

内容見本


